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１．はじめに

亜高山帯は針葉樹林の卓越によって特徴づけられる植生帯であり，本州においてはシラピソ，オオシラ

ビソ，コメツガ，トウヒなどからなる針葉樹林帯が形成されている。オオシラピソ（アオモリトドマツ）

は特に日本海側の地域で優勢な樹種である。しかしながら亜高山帯に相当する高さを持ちながらオオシラ

ピソ林が微小な林分をつくるに過ぎなかったり，全く分布を欠いている山がみられる。そして，ブナ林に

よって形成される森林限界の上においてミネカエデ，ナナカマド，ミヤマナラ，ミヤマハンノキ，チシマ

ザサなどを主とする低木群落が卓越して高山帯のような景観を呈している地帯は“偽高山帯”（四手井，

1952）と呼ばれている。

この現象は古くは田中（1887）により指摘され，その原因については，強風，多雪，急峻な地形などさ

まざまな要因が取り上げられ，論じられてきた。その研究史については石塚（1978,1987)，梶（1982）に

詳しく述べられているが，現在の環境条件との対応関係のみでは説明のつかない点も多く，地史的な観点

からの検討の重要性が指摘されている。すなわち，現在オオシラピソ林が成立可能な環境下にあるにもか

かわらず，歴史的な経緯によりその発達が達成されていない場合があるものと考えられる。現在の種の分

布域は過去における拡大・縮小の結果生じた歴史的産物であるので，分布現象の成因を考える上で歴史的

観点からの考察は不可欠である。

森林の変遷を研究するには二つのアプローチがある。ひとつは花粉分析や大型植物遺体などの研究によ

る古生態学的手法であり，もうひとつは現在の分布域の広がりから過去における分布域の変遷を推定する

生態地理学的手法である。前者によれば過去の歴史的事実に関する知見が直接得られるが，試料が得られ

.〒Ｏ２０盛岡市上田３－１８－８岩手大学農学部附属演習林

UniversityForests,FacultyofAgriculture,ＩｗａｔｅUniversity,Ueda,MoriokaO20,Japan．



3２ 植生史研究 第６号

る場所が限られるため点的な情報が得られているに過ぎず，それから過去の林分の広がりを面的に復元す

ることは困難である。他方，後者によれば直接得られる知見は現在に関することに限られるが，過去から

未来へと続く時間の流れの一断面における詳細な分布情報をもとに過去の分布域をある程度まで具体的に

推定することができる。そこでこの両者を併用して検討をおこなうことが有効であると考えられる。その

際には過去における環境がどのようなものであったのか，またその種がその環境に対してどのように反応

する特性をもっているのかを十分に考慮する必要がある。

本稿はこのような視点から，山によってオオシラピソ林の発達状態が異なるに至った過程とそれをもた

らした要因について検討を加えるものである。

2．オオシラビソ林の分布特性

まず，オオシラピソの種特性について整理しておきたい。オオシラビソ林の分布パターンから以下の特

性を指摘することができる。

①温度に関する特性

温量指数（吉良，1948）との関係では，オオシラピソはシラピソ，コメツガ，トウヒとともに暖かさの

指数30～４０付近をモードとする分布を示す（吉良・吉野，1967)。しかし，オオシラピソは亜高山帯に分

布の中心をもつこれらの針葉樹のなかでは比較的耐凍度の低い樹種であり，特に苗では山地帯のウラジロ

モミと同等の低い耐凍度しかもっていない（酒井･倉橋，1975)。そして積雪による保温効果，特に樹氷の

形成によって冬季の低温と乾燥から保護され，また開芽時期を遅らせることによって晩霜害を避け（梶，

1982)，これらによって耐寒性のあまり高くないことをカバーしていると考えられる。

オオシラピソ林のゾーンとしての下限高度の平均的な値は暖かさの指数が４５となる高度にほぼ相当し

ている（吉良，1948）が，湿原の周辺などのブナとの競合に有利な土地を選んでその高度よりかなり低い

標高でも林分を形成していることがある（SuGITA，投稿中ａ)。

②積雪に関する特性

オオシラピソは本州中部日本海側や東北地方の山地で優勢であり，本州中部太平洋側の山地で優勢なコ

メツガ，シラピソ，トウヒとは対照的である(今西，1937)。このような太平洋側から日本海側への地理的

傾度に沿った樹種の分布は積雪条件に対応していると考えられている(高橋，1960)。そしてオオシラピソ

は亜高山帯性針葉樹のなかでは最も多雪気候に適応した樹種であるとみなされる（梶，1982)。

ただし過度の多雪はオオシラピソ林の発達をも阻害している。斉藤（1977）は東北地方において太平洋

側から日本海側への地理的傾度に沿ってオオシラピソ林の林相が密生林から疎生林へと変化することを示

した。四手井（1956）は積雪の沈降や旬行による強大な雪圧が旬旬型の樹形をとれないオオシラピソの生

存を許さないために針葉樹林帯が欠如したと考えた。この説は広く支持され，多雪はオオシラピソ林の発

達に対して最も広域的，主動的に関わる制限要因であると考えられてきた（石塚，1978)。しかしながら，

針葉樹林帯を欠く山がそれをもつ山よりも積雪の少ない事例もみられ(杉田，1987)，それ以外の要因の関

与も大きいものと判断される。また従来は積雪の影響として阻害作用のみが重視されてきたが，低温や乾

燥からの保護作用に対しても注意を払うべきである。

③立地に関する特性

オオシラピソは気候的極相樹種といわれているが，亜高山帯域の全域がオオシラビソ林の成立に適した

立地であるとは限らない。その土地に特有な立地条件のある場所ではオオシラピソ林が成立できず，その

立地に適合した他の種類の群落に置き替わっている。冬季季節風のもたらす風衝や積雪の作用によって成

立した嫌雪的植物社会や好雪的植物社会がオオシラピソ林の領域を狭め(鈴木，1957)，亜高山帯域の大部

分がそれらの群落に被われた状態が偽高山帯であるとみなされた(鈴木ほか，1963)。また，急斜面や岩角

地ではオオシラビソ林が発達せず,このような急峻な地形を針葉樹林帯欠如の原因として強調する見解(高

橋，１９６３；小野，1983）もある。

SucITA（投稿中ｂ）は，オオシラピソ林の分布域が緩傾斜側に偏り，微小な林分しかみられない山では

それが緩傾斜地に限定されていることを明らかにした。表層に堆積した火山噴出物が不透水層を形成して

いる緩傾斜地では融雪水の排水が極めて不良であり，融雪期に過湿な条件下におかれるため，鉄型湿生ポ
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ドゾルや泥炭ポドゾルのような湿性のポドゾル土壌が形成される（SAITO，１９６６；YAMANAKAetaﾉ.，

1973)。そのような場所ではオオシラピソの成長が著しく抑制され，樹高４ｍ以下の腰生群落が形成されて

いる（吉岡，1938）が，それにもかかわらずオオシラピソ林は排水不良な緩傾斜地を中心とした分布を示

す特性をもっている。特に低標高域の湿原周辺の平坦地において，周囲をブナ林に取り囲まれた飛び地状

のオオシラピソの林分がみられる。

以上の気候的および立地的な特性を総合すると，オオシラピソは湿潤・多雪な海洋性気候に適応し，そ

の気候下で発達する湿潤な立地を中心として森林を形成し，過湿な環境にも耐性をもつ樹種であるとみな

される。そして他の亜高山帯性針葉樹がより乾燥・寡雪の大陸的色彩をもつ太平洋側の気候下に分布の中

心をもつのとは対照的である。

3．オオシラビソ林の変遷に関する従来の見解の問題点

最終氷期以降現在に至るまでは非常に急激な環境・植生の変化がみられた時代であった。約２万年前に

最も寒冷であった最終氷期は約１万年前に終了し，温暖な後氷期へと移行した。そして約６０００年前を中心

に現在よりも温暖な時代があり（NAKAMuRA,1952)，その後気候の冷涼化によって現在の状態に至った。

温暖期には植生の垂直分布帯は現在より高い位置にあったと考えられており，塚田（1967）はその際の上

昇幅を300～400ｍ程度と推定した。

YAMANAKAaα/､（1973)，石塚（1978）は，最終氷期から後氷期初頭にかけての時期には現在よりも積

雪が少なく，日本海側地域でも針葉樹林が平野から山麓部にかけて広い領域を占めていたが，その後の温

暖・多雪化によってその分布域が狭められ，その結果偽高山帯が生じたと考えた。そして月山，栗駒山の

オオシラピソの微小林分はたまたま生き残り可能な生育地を見出してわずかに生き残った遺存林であると

みなした。

梶（1982）は，後氷期の環境・植生の変遷のなかで山の高さがその山におけるオオシラピソの分布や針

葉樹林帯の存否を決めたと考えた。すなわち，温暖期に垂直分布帯の上昇によってオオシラピソの生育で

きる下限の高度が山頂高度を超えた山ではその分布が消滅してしまい，再び垂直分布帯が下降した現在で

もなおその状態が続いていると考え，その作用を“追い出し効果”と呼んだ。筆者（杉田，1982）もかつ

て，温暖期のブナ林上限の上昇による針葉樹林の分布域の縮小の程度によって，その後のブナ林上限の下

降につれて再び針葉樹林が拡大してゾーンをなした山と拡大できずに偽高山帯が成立した山とが分化した

と考えた。同様の仮説によってWHITTAKER(1956)は北米アパラチア山脈のある山塊においてPYcga。Ａ雄ｓ

林の分布が標高の高い北東部に限られることについて，SAIToerα/､(1980)が北上山地の五葉山にオオシラ

ピソの分布が欠けることについて説明している。

これらの見解は過去の気候変動が植物の分布のうえに現在もなお影響を残していることに着目したもの

で，森林の分布を論ずる上で新しい視座を築くものであった。しかし花粉分析結果や分布域に関する知見

が蓄積されてくるにしたがい，これらの仮説の前提となった以下の事項に対して問題点が提起されてきて

いる。

①温暖・多雪化によるオオシラピソ林の衰退

オオシラピソは他の針葉樹と同様に寒冷・寡雪な氷期から温暖・多雪な後氷期に向けて分布域を縮小す

る方向に変遷したと考えられてきた。しかし，前に述べたようにオオシラピソが他の針葉樹と異なり多雪

な気候に適応した樹種とみなされることから，この見解は再検討を要すると考えられる。特に氷期におけ

るオオシラピソの分布状態に注意を払う必要があろう。

②現在と同じ配列の垂直分布帯の上下の移動

従来の後氷期の植生変遷についての論議は，亜高山帯でオオシラピソ林が，山林帯でブナ林がゾーンを

なすという現在と同様な垂直分布帯の配列が後氷期を通して成立していたことを前提とし，それを気候の

温暖・寒冷化に伴って上下に移動させるモデルに基づいてきた。しかしながら最終氷期以降の気候は単に

気温が変化したのみではなく降水量や積雪量も変化したので，植生もそれに伴って質的に変化した可能性

がある。守田（1984,1985a,1987)，守田・相沢（1986）は東北地方の諸高山における花粉分析結果から，

十分な山頂高度をもつ山においても約3000年前以前にはオオシラピソ林のゾーンが存在せず,ブナ林に押
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し上げられる以前からすでにオオシラビソ林が小林分として存在したに過ぎなかったと考え，後氷期の植

生変遷が垂直分布帯の上昇と下降によっては説明できないことを強調した。

③ブナ林によるオオシラビソ林の分布域の“追い出し”

従来オオシラピソは温度に忠実に反応するため，温暖化に際してはその分布域の下限の部分がブナ林に

駆逐されて消滅したと考えられてきた。しかし前に述べたようにオオシラピソは排水の悪い緩傾斜地にお

いてはかなり低標高でも林分を形成する特性をもつので，そのような林分は容易には“追い出され”ずに

周囲をブナ林に取り囲まれた状態で残存した可能性がある。

以上のことから，オオシラビソ林の変遷に関しては，古生態学的研究より得られた歴史的事実を十分に

吟味し，オオシラビソの種特性と併せてさらに考察することが必要であると判断される。

4．太平洋側と日本海側の植生背腹榔造および偽高山帯の成立

最終氷期最盛期には日本は寒冷。乾燥の大陸的な気候に支配された。そして日本海には対馬暖流が流入

せず，日本海側の地域でも現在ほど多雪ではなかったと推定されている。その当時はPicga,Ａ〃",Ｈ"zfs

(ＨZカノoXyjO”ﾉ，盃‘４９‘Z,Ｌα癖の樹種よりなる亜寒帯針葉樹林が北海道西部から東北，中部地方にかけて広

がっていた(塚田，1984)。その構成樹種としては大型植物遺体の研究の結果，東北南部以北でアカエゾマ

ツ，エゾマツ，東北北部以北でグイマツ，トドマツ，東北北部以南でコメツガ，チョウセンゴヨウ，東北

南部以南でシラビソ，トウヒ,ヒメバラモミ，カラマツが確認されている（相馬｡辻，1987)。ところがオ

オシラビソの大型遺体に関しては，東北地方では確認されておらず（鈴木･竹内，1989)，その他の地域で

も東京都江古田(NAoRA,1958)などの若干例しか報告されていない。大型遺体が得られていないことから

それが分布していなかったと断言することはできないが，大型遺体が各地で確認されているシラピソ，ト

ドマツに比べるとオオシラビソの出土頻度は明らかに少なく，主要樹種ではなかったと推定される。

以上のように最終氷期の本州の亜寒帯針葉樹林は現在の本州の亜高山帯針葉樹林とはかなり林相を異に

しており，特に日本海側のタイプとの差異が顕著であった。現在東北地方では，先にあげた樹種のうちエ

ゾマツ，ヒメバラモミ，トドマツ，チョウセンゴヨウ，グイマツが全くみられず，シラピソは吾妻山に，

カラマツは蔵王山に，アカエゾマツは早池銀山に遣存しているにすぎない。コメツガは多くの山で分布が

認められるが，積雪の少ない岩尾根などで林分を形成しているに過ぎない。そして氷期には主要樹種でな

かったと考えられるオオシラビソが現在圧倒的優勢を誇っている。このことからみて，オオシラビソ林は
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従来の諸説のように後氷期の温暖・多雪化のために分布を狭められたのではなく，逆に海洋的な後氷期の

気候に適応して分布域を拡大したと考える方が適切であろう（杉田，1990)。

この見解を模式的に示したのが図ｌである。日本海側と太平洋側の亜高山帯植生の分化は，最終氷期か

ら後氷期への移行の際の気候の海洋性化，すなわち湿潤・多雪化の程度に対応して生じた。本州中部の日

本海側および東北地方では著しい環境変化，特に多雪化によって大陸性気候に適応していた亜寒帯針葉樹

林が壊滅的な打撃をうけ，主要構成樹種のほとんどが消滅あるいは衰退して空白の空間が生じた。これが

偽高山帯の成立である．そしてその空白のニッチを埋めてオオシラピソ林がゾーンを形成したものと，そ

れが現在も埋められずに残っているものに分化した。それに対して本州中部の太平洋側の山地では，冬季

季節風による降雪が及ばないため多雪化はあまり著しいものではなかった。そしてチョウセンゴヨウ，ヒ

メパラモミなどが著しく減少したために構成種の配分比率には変化を生じたものの，コメツガ，シラピソ，

トウヒが亜高山帯針葉樹林の主要樹種としてそのまま移行し，それらにオオシラピソも加わって，多種か

らなる針葉樹林帯が引き続き存在したと考えられる。

5．後氷期におけるオオシラビソ林の分布域の変遷

オオシラピソは本州中部日本海側および東北地方において後氷期の湿潤・多雪な気候に適応して分布域

を広げる方向へ向かったが，最終氷期に主要樹種ではなかったために個体数が少なく，小さな林分をもと

に増加を開始しなければならなかった。そのため好適な環境が用意されてもすぐにはその全域を被うこと

ができず，ゾーンをなすのに時間を要した。オオシラピソ林の分布拡大開始の年代が山域によって異なっ

ている（MoRITA,l985b）ことから，ある程度の規模まで大きくなった林分から順次急激な分布拡大に転じ

て，やがてゾーンをなして亜高山帯域の大部分を占めるに至ったと考えられる。東北地方では亜高山帯域

が山体上部に限られ，オオシラピソの集団も小さかったため，その分布域拡大が中部地方よりも遅れた(塚

田，1987)。

それではゾーン形成以前の小林分はどのような場所に存在していたのだろうか。杉田（1987）は，それ

ぞれの山においてオオシラビソ林の成立や維持に適した立地がどの程度の広がりをもって確保されている

のかがオオシラピソ林の発達の可否を決めてきたと考えた。SuGITA（投稿中ｂ）はその立地として緩傾斜

地に注目し，オオシラピソ林の発達した山が広大な緩傾斜地を擁した山に集中していることを示して，現

在のオオシラピソ林の分布域はかつて緩傾斜地に存在した小林分を母体として形成されたと考えた。さら

にSuGITA（投稿中ａ）は，月山，栗駒山，秋田駒ケ岳などのオオシラピソ林が微小な林分としてのみ存在

する山においてそれらの林分の分布高度域が亜高山帯下部の比較的低標高域に存在することや，現在オオ

シラピソ林のゾーンがみられる吾妻山と八甲田山においてA6jとs花粉の増加が低標高域で先に開始され

た例がみられること（守田，1984,1987）から，分布域拡大の核となった小林分はむしろ低標高域に存在し

ていたと推定した。この現象は，緩傾斜地が低標高域に広く分布する（SuGITA，投稿中ｂ）ため，オオシ

ラピソが低標高域に林分を形成する機会が多かったことを反映している。低標高域の緩傾斜地に存在した

林分は分布域拡大の核として大きな役割を果たしたと推定される。このような林分は，温暖期にブナ帯に

含まれた場合でも，ブナが排水不良な緩傾斜地に進入できなかったため，周囲をブナ林に取り囲まれた状

態で存続したであろう。

このような観点から，オオシラピソ林が分布を拡大した山とできなかった山とが分化した過程は図２の

ように推定される。緩傾斜地の広い山では温暖期に比較的大きなオオシラピソの散在林分が多数形成され

ており，その後にそれを核に分布域を拡大し，ブナ林上限の下降によって生じた空白の空間を埋めて広が

り，ゾーンを形成するに至った。それに対して緩傾斜地の少ない山では，オオシラピソ林分の維持される

立地がもともと少なく，林分が存在してもその規模が小さかった。秋田駒ケ岳～乳頭山周辺では拡大が遅

れて開始され（守田，1985a)，現在拡大の途上にあるがまだゾーンをなすに至っていない。月山，栗駒山

などでは分布域を拡大することができずに現在でも散在林分の状態である。鳥海山のように分布域が縮小

してついには消滅した山もある（YAMANAKA,1969)。その際に多雪はオオシラピソ林の更新に対して阻害

的に作用し，分布域拡大速度を減少させ，さらには分布域の縮小の方向へ導いたと考えられる。なお，こ

のほかにも最終氷期の時点からすでにオオシラビソの存在しない地域があったことも想定される（梶，
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すなわち，オオシラピソ林の分布拡大の可否を左右したのは温暖期に成立していた散在林分の規模であ

り，その規模を規定したのはそれぞれの山における緩傾斜地の広がりであったと考えられる。さらには，

それを規定したのは山の成りたちであった。特に東北地方では亜高山帯に到達する高山の多くは火山であ

り，それらは溶岩流や泥流によって広大な排水の悪い高原状の緩傾斜地を形成し，オオシラピソ林の発達

する素地を提供していたのである。

後氷期初頭

図２オオシラビソ林の発達状態の差の形成過程模式図
破線は暖傾斜地の広がりを示す。凡例は図ｌと同じ。
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